
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可児市水防センター 

個別施設計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 12 月 

 

可児市建設部土木課 

 

 

 

  



 

目次 

 
１ 目的と位置づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 (1) 目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 (2) 位置づけ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

２ 計画期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

３ 対象施設 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

４ 施設の現状と課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 (1) 現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 (2) 課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

５ 今後の方向性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

６ 施設の劣化状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

７ 施設の日常点検 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

８ 対策の優先順位の考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

９ 対策内容と実施時期 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

  



1 
 

１ 目的と位置づけ 

 (1) 目的 

本計画は、可児市公共施設等マネジメント基本方針（以下「基本方針」という。）および可児市

公共施設等マネジメント基本計画（以下「基本計画」という。）に基づき、個別施設ごとの具体的な

対応方針を定める計画として、点検・診断により得られた個別施設の状態や、維持管理・更新等に

係る対策の優先順位の考え方、対策の内容や実施時期を定め、長期的な視点から財政負担の軽減・

平準化を図りながら老朽化対策等に取り組むために定めます。 

(2) 位置づけ 

本計画は国のインフラ長寿命化基本計画（平成 25年 11 月「インフラ老朽化対策の推進に関する

関係省庁連絡会議」で決定）に基づく個別施設計画として位置づけます。 

また、可児市公共施設等総合管理計画（基本方針及び基本計画）の下位計画に位置づけます。 

 

 

２ 計画期間 

   本計画の期間は、令和３年度（2021 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの 10年間とします。 

  計画の達成状況を踏まえて、本計画は５年を目安に見直しを行うものとします。 

なお、計画期間内であっても、社会情勢による状況の変化、事業の進捗状況等に応じ計画の見直し

を行うこととします。 

 

 

３ 対象施設 

  本計画の対象施設は、以下の施設とします。 

番

号 

施設名 所在地 敷地面積 延床面積 

１ 水防センター 可児都市計画事業可児駅東土地区

画整理事業 18-1 街区

1-1,1-2,1-3,2-1,2-3,2-4,3-1,3-2

画地 

3519.42 ㎡ 216.00 ㎡ 

 

４ 施設の現状と課題 

 (1) 現状 

  ア 施設概要（ソフト面） 

施設の設置目的 地域防災の備えとして災害発生時に必要な緊急資材を保管・備蓄 

施設の構成 倉庫 

 

 



2 
 

  イ 施設概要（ハード面） 

施設名称 建築年度 構造 階層数 屋根 外壁 耐震状況 

水防センター Ｈ23 Ｓ １ 金属 金属 新耐震基準 

※構造 S＝鉄骨造 

 

(2) 課題 

 当該施設は常時の利用はありませんが、定期的な施設点検により保全を行っていくことが重要です。

（施設内の設備、備品等を含む）。 

 

５ 今後の方向性 

地域防災の備えとして、災害発生時に必要な緊急資材を保管・備蓄している施設です。適切な維持

管理を図ります。 

 

 

６ 施設の劣化状況 

  建物内部、屋根、外壁について部位ごとの目視による確認を基本とし、部分的に触手及び打診調査を

実施しました。 

 

〇建物の劣化状況の評価の定義 

劣化度 評 価 基 準 

Ａ  概ね良好。特に修繕上問題となる事項なし。 

Ｂ  部分的な劣化が見られる。経過観察または修繕対応。 

Ｃ  広範囲に劣化が見られる。５年以内に改修が必要。 

Ｄ  劣化の程度が大きく、早急な対応が必要。 

－  点検対象外。 

 

〇施設別項目別劣化状況 

名称 
劣 化 状 況 

屋根 外壁 内部 電気 給排水 空調 

水防センター Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 

 

７ 施設の日常点検 

  施設利用者の安全確保、施設の予防保全による長寿命化のため、施設の日常点検（自主点検、法令点

検、定期点検）を行います。点検において確認された不具合等については、履歴として記録し、以後に、

修繕、改修を行う際や個別施設計画を見直す際に、考慮します。 
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８ 対策の優先順位の考え方 

  利用者の安全性確保に係る改修を最優先とし、個別施設の劣化状況、各施設の利用状況、今後の方向

性等を勘案し、総合的に判断します。 

 

９ 対策内容と実施時期 

  対象施設における今後の対策時期、内容、費用を算出しました。 

  費用は本計画策定時点における概算であり、工事発注時における詳細な設計や今後の災害発生等の状

況、社会情勢の変化により、変動が生じる場合があります。 

  

  対策時期についても、本市の財政状況等により、変動が生じる場合があります。 

                                      （単位：千円） 

 

 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 計 

対策内容      屋根      

費用 0 0 0 0 0 7,123 0 0 0 0  

年度計 0 0 0 0 0 7,123 0 0 0 0 7,123 


